
11:00 - 11:10 開会式（Opening Ceremony）

総会長：大城 真理子

理事長：前田 一郎

11:10 - 12:00 Session1　 International Session with DPA （Digital Pathology Association）

座長: Junya Fukuoka（長崎大学）

SS1-1: Abbey Norris（DPA）

SS1-2: Matthew Hanna（University of Pittsburg）

12:00 - 13:00 ランチョンセミナー
司会: 近藤 恵美

L29-1: シスメックス CNA(株)/サクラファインテックジャパン(株)

L29-2: Deciphex(ディサイフェックス)

L29-3: Ibex Medical Analytics

L29-4: (株)インフィニットテクノロジー

L29-5: (株)エビデント

L29-6: KFBIO

8/29(Thu.)



13:00 - 13:50 Special Lecture1　特別講演1
座長: 伊藤 智雄（神戸大学医学部附属病院病理部）

演者: Yukako Yagi（Memorial Sloan Kettering Cancer Center）

13:50 - 14:40 一般口演　英語　English Oral Session

E1: 川井将敬（山梨大学）

E2: 季　存遠 （東京工業大学）

E3: 吉川亮（順天堂大学）

E4: 谷山清己（呉医療ｾﾝﾀｰ・中国がんｾﾝﾀｰ ）

14:40 - 15:00 Coffee break

15:00 - 15:50 Session2　International Session with　ESDIP
座長: Naoko Tsuyama（がん研究所病理部）

演者1: Norman Zerbe（Charite Universitatsmedizin）
演者2: Inti Zlobec（University of Bern）
演者3: Jochen Lennerz（BostonGene）

15:50 - 16:20 企業  Work Shop PHC（株）

演者: Ryan Davis（Epredia）

演者: 佐藤 圭 （PHC(株)）

16:20 - 16:50 企業  Work Shop （株）フィリップス・ジャパン
座長: 八尾 隆史（順天堂大学大学院 医学研究科人体病理病態学講座）

演者: 林　大久生（順天堂大学　医学部　人体病理病態学講座）

16:50 - 17:50 Coffee break and Poster session

17:50 - 18:50
Session3　nternational Session with　ASDP （ASIAN SOCIETY OF DIGITAL 
PATHOLOGY）

座長: 洲崎 悦生 （順天堂大学）

演者: Junya Fukuoka（Nagasaki University）

演者: Xiaorong Sun（Landing Med）

8/29(Thu.)



9:00 - 10:30 WS1 病理AI
座長: 塚本 徹哉（藤田医科大学）

座長: 寺本 篤司（名城大学 情報工学部 情報工学科）

演者: 上原和樹 （琉球大学　国際地域創造学部）

演者: Kris Lami（長崎大学医歯薬学総合研究科　情報病理学）

演者: 石川俊平 （東京大学大学院　医学系研究科衛生学分野）

演者: 寺本篤司（名城大学 情報工学部 情報工学科）

10:30 - 10:50 Coffee break and Poster session

10:50 - 12:20 Discussion1　 テレパソロジーの未来：医療情報の観点から
座長: 吉澤 明彦（奈良県立医科大学　病理診断学講座）

座長: 佐々木 毅（慶應義塾大学）

演者: 吉澤明彦（奈良県立医科大学　病理診断学講座）

演者: 佐々木毅（慶應義塾大学）

演者: 東福寺　幾夫（高崎健康福祉大学健康福祉学部医療情報学科）

演者: 久保慎一郎 （厚生労働省　医政局 特定医薬品開発支援・医療情報担当参事官室）

12:20 - 13:20 ランチョンセミナー
司会: 近藤 恵美

L30-1: PHC(株)

L30-2: indica labs

L30-3: 浜松ホトニクス(株)

L30-4: バルコ(株)

L30-5: (株)CYBO

L30-6: デル・テクノロジーズ(株)

8/30(Fri.)



13:20 - 14:50 WS2　Practice of 3D pathology: the current status and perspective
座長: 洲崎 悦生 （順天堂大学）

Introduction: 洲崎悦生 （順天堂大学）

演者1 : 洲崎悦生 （順天堂大学）

演者2 : Yukako Yagi（Memorial Sloan Kettering Cancer Center）

演者3 : 野島 聡 （大阪大学大学院医学系研究科　病態病理学）

演者4 : Yen-Yin Lin（JelloX Biotech Inc.）

14:50 - 15:20 企業  サクラ&シスメックスCNA

演者: 長井　澄絵（ｻｸﾗﾌｧｲﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ（株））
演者: 近藤　恵美（シスメックスCAN（株））

15:20-16:50 WS3　Large Language Models（LLM）
座長: 津山 直子（がん研究所病理部）

演者1: 清水教弘 （日本マイクロソフト株式会社　医療・製薬営業本部）

演者2: 町田洋一（亀田総合病院）

演者3: 上紙航 （亀田総合病院）

演者4: Andrey Bychkov（亀田総合病院）

16:50 - 17:10 Coffee break and Poster session

17:10 - 18:00 Special Lecture2　特別講演2
座長: 洲崎 悦生 （順天堂大学）

演者: Faisal Mahmood（Harvard Data Science Initiative, Harvard University）

18:00 - 19:00 WS4　デジタル化
座長: 津山 直子 （がん研究所病理部）

座長: 北村 由香（株式会社N Lab）

演者1: 寺井謙介（東邦大学医療センター佐倉病院病理部）

演者2: 橋北和弥（富山市立富山市民病院　病理診断科）

演者3: 加留部謙之輔（名古屋大学大学院医学系研究科　臓器病態診断学）

演者4: 島尻正平（産業医科大学病院）

8/30(Fri.)



9:00 - 9:30 企業  Work Shop KFBio
座長: 前田 一郎（北里大学）

演者: Kei Tanaka（長崎大学）

9:30 - 10:00 企業  Work Shop　インディカラボ

10:00 - 10:20 Coffee break

10:20 - 10:50 WS5 病理・臨床細胞分野の標準化の最新動向
座長: 東福寺 幾夫（高崎健康福祉大学健康福祉学部）

演者1: 芳賀　拓也（サクラファインテックジャパン株式会社）

演者2: 近藤　恵美（シスメックスCNA株式会社）

10:50 - 11:50 WS6 細胞診AI・遠隔診断
座長: 前田 一郎（北里大学）

座長: 大城 真理子 （名桜大学人間健康学部 健康情報学科）

演者: 菅野雅人（亀田総合病院）

演者: 新田　尚 （株式会社CYBO）

演者: 中島　明彦（東京西徳洲会）

11:50 - 12:50 ランチョンセミナー
司会: 近藤 恵美

L31-1: ロシュ・ダイアグノスティックス(株)

L31-2: (株)ブレイン

L31-3: (株)フィリップス・ジャパン

L31-4: 大日本印刷(株)

L31-5: (株)ファインデックス

L31-6: ライカ マイクロシステムズ(株)

8/31(Sat.)



12:50 - 13:10 総会

13:10 - 13:50 一般口演1　
座長: 北村 由香（（株） N Lab）

J-1: 宮川力（(株)ファインデックス）

J-2: 長坂暢（一般社団法人 医療AIキュレーション協会）

J-4: 北村由香（（株） N Lab）

J-5: 初田真幸（（株）ブレイン）

13:50 - 14:10 Coffee break

14:10 - 15:00 一般口演2
座長: 川井 将敬 （山梨大学）

中西 陽子（日本大学）

J-3: 田　広彦（(株)コスミックコーポレーション 商品企画部　AI開発課）

J-6: 桑原 崇通（愛知県がんセンター　 消化器内科部）

J-7: 大館 拓真（長崎大学大学院）

J-8: 松田竜太（亀田総合病院　臨床検査部）

J-9: 森　一郎（国際医療福祉大学 医学部病理学）

J-10: 阿部智喜（神戸大学大学院医学研究科外科学講座食道胃腸外科学分野）

J-11: 田中　圭（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科情報病理学）

15:00 - 15:10 閉会式

総会長：大城真理子

8/31(Sat.)
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